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◇あとがき◇
　毎年，遅い春の訪れを待って長野県白馬村の
貞麟寺を訪れる。本堂脇に樹齢 300年を超える
エドヒガン桜の巨樹がうねった幹を鉄製の柵に
支えられて天を突いて立つ。それがこの時期，
見事に枝垂れた枝いっぱいに花を咲かせる。昨
冬は雪が多く，雪の重みで枝がたくさん折れま
したと住職が積み重ねられた太い枯れ枝の山を
指差して話してくれた。なるほど 4月のおわり
というのに，境内にはまだ残雪が多く，例年，
桜と合わせていっせいに咲くカタクリも，今年
はまだわずかに葉を出しているのみであった。
それでも雪山を背景に青空から降るように枝垂
れた大枝に満開の花をつける老木の姿には，ま
た一つ厳しい冬を越えた強い生命の勢いを感
じ，見るたびに力づけられる。同時にこの老木
に生きることの意義を問われている気がする。
年齢とともに自分自身患者の立場になる機会が
増えると，主治医はこちらのQOL （quality of life） 
や残された人生の意義をどう考えているのかと
疑問に思うことが多い。医師としての自分は患
者のQOLや人生の意義をどれほど真剣に考え，
どのように向き合ってきただろうか。子どもを
扱うわれわれには，成人の場合以上に術後長期
にわたる QOLへの配慮が求められる。
　近年，小児外科関連の学術集会でも QOLが
しばしば重要なテーマとして取り上げられる。
わが国で小児外科が芽吹いて半世紀を過ぎ，手
術の主眼は救命から術後の QOL向上に軸足を
移している。そこで小児外科術後遠隔期のQOL
を中心に最新の話題を網羅的にまとめたいと考
え，本号の特集を企画した。多くの貴重な経験
を論文としてお寄せいただいた執筆者の方々に
は深く感謝している。本号が成長する子どもの
意義ある生に相応しい QOLを考える一助とな
れば幸いである。
　北信濃の一画で力強く生き抜くあの老大樹
は，間もなく鮮やかな青葉を枝々に芽吹き出
す。老木はこれからも生きることの意義をわれ
われに問い続ける。
 （黒田達夫）
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